
■講話「ひきこもりと不登校のための

   大人のこころがまえ」
講師　三木崇弘様

（はりまこどものこころ診療所 院長）

■パネルディスカッション
登壇者　三木崇弘様・一般社団法人zutto・認定NPO法人コムサロン２１

ファシリテーター　阿曽奈生様（姫路大学教育学部 こども未来学科 講師）

たつの市青少年館ホール

不登校・ひきこもり当事者、当事者のご家族、支援者、学校関係者、

テーマに関心のある方等どなたでもご参加いただけます。

たつの市
みんなミーティング

たつの市
みんなミーティング

参加無料

2025年

たつの市青少年館ホール(たつの市龍野町富永)

無料

対象

定員 8０名

お申込方法は裏面へ

 主催　たつの市、一般社団法人zutto、認定NPO法人コムサロン21  主催　たつの市、一般社団法人zutto、認定NPO法人コムサロン21 

内容

不登校・ひきこもり支援をみんなで考える不登校・ひきこもり支援をみんなで考える

参加費

会場

たつの市では、様々な理由により社会的孤立状態に陥っている方やその家族の方を対象に、

その方の状況に応じた社会参加を目指せるよう、相談支援や居場所の提供に取り組んでいま

す。悩んでいる当事者や家族の方に、たつの市の取組を広く知っていただくこと、地域の方

に不登校やひきこもりについて理解を深めていただくことを目的にこの講演を開催します。
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ふりがな

ご氏名 ご年齢 　　　　　　　歳

続柄 当事者　・　家族　・　支援者　・　その他

電話番号 ー　　　　　　　　　　　　ー

この講演を
知ったきっかけ チラシ（広報たつの）・たつの市役所地域福祉課・その他（　　　　　　　）

QRコードを読み込み、WEB申込みフォームからお申込みください。
読み込めない場合は下記URLよりお申込みください。
https://forms.gle/cCESGWQrHrZfriVJ9

以下の記入欄にご記入の上、下記FAX番号までお送りください。
　 FAX番号　079-222-9152

パネルディスカッション登壇者

お申込み　①又は②の方法でお申込みください

認定NPO法人コムサロン21 ☎︎ 079-224-8803

■三木崇弘様（はりまこどものこころ診療所　院長）

兵庫県姫路市出身。愛媛大学医学部卒業、東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究
科博士課程修了（医学博士）、早稲田大学大学院経営管理研究科修士課程修了（経
営管理学修士）。
小児科後期研修を修了されたのち国立成育医療研究センターこころの診療部で児童
精神科医として勤務され、2019年4月よりクリニック、公立学校スクールカウン
セラー、児童相談所、児童養護施設、保健所など医療・教育・福祉・行政の各分野
で臨床活動にご尽力されました。

お問い合わせ

QRコード（WEBお申込みフォーム）からお申込み

FAXでお申込み

申込締切

１２月12日

(金)

①

②

■川戸夏子（一般社団法人zutto　代表理事）　

たつの市在住、保育士。たつの市の重度心身障害児通所施設で管理者兼児童発達支援管理責任者として勤務
する傍ら、一般社団法人zuttoを設立。たつの市・太子町・宍粟市等からの事業委託を受け不登校ひきこも
り支援の居場所「mikke」「mikke study」「mikke onl ine」を開催、主催しています。
自ら親として不登校生活を経験し、感じた「こんな場所があったらいいな」を仲間と共にカタチに、今年5
年目を迎えました。居場所には開催地域以外からも多くの不登校児や保護者たちが参加されています。

■谷口慎一郎（認定NPO法人コムサロン２１　副理事長）

若者やひきこもり状態にある方々の社会参加と自立を支援するため、相談支援活動等を展開しています。
たつの市からの委託事業として、たつの市役所にて月4回の「就労準備相談」、月1回の「ひきこもり相
談」を実施。他に、厚生労働省委託事業「ひめじ若者サポートステーション」では若者の就労支援、また
兵庫県委託事業「兵庫ひきこもり相談支援センター 播磨ブランチ」では、ひきこもり状態にある方やそ
のご家族からの相談に対応しています。

2022年7月に地元にUターンし、社会医療法人恵風会高岡病院で勤務されたのち、2025年4月、はりま
こどものこころ診療所を開設されました。週刊モーニング/テレビ朝日「リエゾン－こどものこころ診療
所－」監修のほか、著書に「凸凹のためのおとなのこころがまえ」があります。

■阿曽奈生様（姫路大学教育学部　こども未来学科　講師）

宍粟市山崎町出身。宍粟市の小学校で20年間勤務され、2023年４月より、姫路大学で教員をめざす学生の
指導にあたられています。「総合的な学習の時間」や地域とつながる学びの実践・研究に取り組まれてお
り、教師に必要な学びとは何か？教師自身が学び手として成長するための「ノンフォーマル教育」の可能性
にも注目されています。mikkeでの取組がどのような役割を果たしているか居場所論の観点から捉えておら
れます。

https://forms.gle/cCESGWQrHrZfriVJ9

